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(57)【要約】
【課題】  本発明は画像の歪曲を防止して画質を向上さ
せるのに適合した液晶表示装置の駆動方法に関する。
【解決手段】  液晶表示装置の駆動方法はデータ駆動回
路と液晶パネル上のデータラインの間に接続されてデー
タ駆動回路の出力ラインのいずれかの１つからの色デー
タ信号を液晶パネル上の複数個のデータラインに分配す
る複数個のディマルチプレクサを有する液晶表示層の駆
動方法において、データ駆動回路で該当ディマルチプレ
クサに供給される色データ信号を分類してディマルチプ
レクサにより異なる色信号以前に同一の色データ信号が
連続的に供給されるようにする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】データ駆動回路は液晶パネル上のデータラ
インの間に接続されてデータ駆動回路の出力ラインのい
ずれか１つからの色データ信号を液晶パネル上の複数個
のデータラインに分配する複数個のディマルチプレクサ
を有する液晶パネル表示装置の駆動方法において、前記
データ駆動回路で該当ディマルチプレクサに供給される
色データ信号を分類する段階と、前記ディマルチプレク
サによって異なる色信号以前に同一の色データ信号が連
続的に供給されるようにする段階を含むことを特徴とす
る液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】前記の色データ信号は赤色、緑色、青色信
号の順序で前記液晶パネル上のデータラインに供給され
ることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項３】前記の色データ信号は緑色、青色、赤色信
号の順序で前記液晶パネル上のデータラインに供給され
ることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項４】前記の色データ信号は青色、赤色、緑色信
号の順序で前記液晶パネル上のデータラインに供給され
ることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項５】前記分類段階は同一の色データ信号がドッ
トインバージョン方式の順序によって配列される段階を
含むことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆
動方法。
【請求項６】前記ディマルチプレクサが前記液晶パネル
上の少なくとも５つ以上のデータラインに接続されるこ
とを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項７】前記ディマルチプレクサが奇数個のデータ
ラインの接続されたことを特徴とする請求項１記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】前記ディマルチプレクサが６の整数倍のデ
ータラインに接続されたことを特徴とする請求項１記載
の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の属する技術分野】本発明は薄膜トランジスタ
（Thin Film Transistor；以下″ＴＦＴ″という）等を
スイッチマトリックス（Switch Matrix）で利用する液
晶表示装置に関し、特に画質が向上されるようにデータ
信号の引加順序を最適化させた液晶表示装置の駆動方法
に関する。
【従来の技術】通常の液晶表示装置（Liquid Crystal D
isplay；以下″ＬＣＤ″という）はゲートラインとデー
タライン間の交差部に配列された画素マトリックスを利
用してビデオ信号に対応する画像を表示する。このよう
な各画素はビデオ信号によって光透過量を調節する液晶
セルとデータラインから液晶セルに供給されるビデオ信
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号を切り換えるためのＴＦＴで構成される。また、ＬＣ
Ｄにはゲートライン及びデータラインを駆動するための
ゲート及びデータ駆動集積回路（Driving Integrated C
ircuit；以下″Ｄ－ＩＣ″という）等が設けられている
この場合、ＬＣＤの回路構成を簡素化させるようにディ
マルチプレクサ（Demultiplexor；以下″ＤＥＭＵＸ″
という）を利用してデータＤ－ＩＣの所要量を減らす方
法が提示された。この方法によると、画素マトリックス
とデータＤ－ＩＣの間にはＤＥＭＵＸが接続される。Ｄ
ＥＭＵＸはデータＤ－ＩＣの任意の１つの出力ラインに
複数個のデータラインを接続させることでデータＤ－Ｉ
Ｃの所要量を減らす。一例を挙げれば、データラインの
数がｎ個、ＤＥＭＵＸに接続されるデータラインの数が
ｍ個である場合データＤ－ＩＣの出力ライン数（ｋ）
は″ｎ/ｍ″となる。即ち、データＤ－ＩＣの所要量
を″１/ｍ個″に減らすことができる。この時、Ｄ－Ｉ
Ｃからは１水平周期の間にｍ回の出力が発せられ、これ
らの出力はＤＥＭＵＸによりそれぞれデータラインに引
加される。このような方式は比較的に移動度が高いポリ
シリコン（Poly Si）ＴＦＴを使用してＬＣＤを製作す
るときＤＥＭＵＸをピクセルアレイのような基板に形成
することが可能であるのでデータＤ－ＩＣの出力ライン
数を減らすことができる。また、ＬＣＤに使用されるＤ
ＥＭＵＸは複数個のデータラインをデータＤ－ＩＣの１
つの出力ラインに順次接続させるために、受容できるデ
ータラインの数に該当する制御信号を要求する。以下、
図１乃至図２を参照しつつ従来のＬＣＤ駆動方法を概観
する。図１を参照すると、データＤ－ＩＣ（１２）と液
晶パネル（１０）上のｎ個のデータライン（ＤＬ１乃至
ＤＬｎ）の間に接続された第１乃至第ｋディマルチプレ
クサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）を含む従来のＬ
ＣＤ素子が図示されている。データＤ－ＩＣチップ（１
２）は第１乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１
乃至ＤＥＭＵＸｋ）に対応するｋ個の出力ラインとを具
備する。ｋ個のｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃
至ＤＥＭＵＸｋ）それぞれは液晶パネル（１０）上のデ
ータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）に接続された５つの出
力ラインとを具備して、５つの出力ラインそれぞれには
第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）が引加され
る。第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）は図２
に図示したように１水平同期期間（即ち、１Ｈ）の間順
次ハイロジック状態でイネーブル（enable）される。ま
た、従来のＬＣＤ素子は液晶パネル（１０）上のｍ個の
ゲートライン（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）を駆動するためのゲ
ートＤ－ＩＣチップ（１４）とを具備する。ゲートＤ－
ＩＣチップ（１４）は１水平同期期間、ｍ個のゲートラ
イン（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）にゲートスキャニング信号
（ＤＳＳ）を順次供給する。ゲートスキャニング信号
（ＤＳＳ）は図２に図示したように１水平同期期間、ハ
イ状態を維持する。１水平同期期間にｍ個のゲートライ
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ンの中のいずれかの１つが駆動される時、データＤ－Ｉ
Ｃチップ（１２）は第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至
ＣＳ５）に同期してｋ個の色データ信号を含む５つのデ
ータ信号グループをｋ個のディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に順次供給する。それぞれの
 ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸ
ｋ）は第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）に応
答してデータＤ－ＩＣチップ（１２）の出力ラインから
入力される５つの色信号を５つのデータラインに供給す
る。詳細に説明すると、第１ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ１）は図２に図示されたようにデータＤ－ＩＣチ
ップ（１２）からの５つの色データ信号（Ｒ１、Ｇ１、
Ｂ１、Ｒ１、Ｇ２）を第１乃至第５（ＤＬ１乃至ＤＬ
５）に順次伝送する。同様に、第２ディマルチプレクサ
は図２に図示されたようにデータＤ－ＩＣチップ（１
２）からの５つの色データ信号（Ｂ２、Ｒ３、Ｇ３、Ｂ
３、Ｒ４）を液晶パネル（１０）上の第６乃至第１０
（ＤＬ６乃至ＤＬ１０）に順次伝送する。このために、
各ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸ
ｋ）は制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）に応答して５つの
トランジスタ（ＭＮ１乃至ＭＮ５）を含む。前述した従
来のＬＣＤ駆動方法ではデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬ
ｎ）の中のいずれかの１つライン上のデータ信号が隣接
したデータラインの間のカップリングキャパシティに起
因して隣接したデータラインに供給される異なるデータ
信号によって歪曲される。実際に、第１データ信号ライ
ン（ＤＬ１）は図３Ａに図示されたように第１制御信号
（ＣＳ１）がハイ状態である期間に第１ディマルチプレ
クサ（ＤＥＭＵＸ１）の第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ
１）からの第１赤色データ信号（Ｒ１）の供給を受け
る。また、第１データライン（ＤＬ１）は第１制御信号
（ＣＳ１）がロー状態である期間にプロティング状態に
なる。その次、第２データライン（ＤＬ２）は第１制御
信号（ＣＳ１）次にイネーブルされる第２制御信号（Ｃ
Ｓ２）がハイ状態である期間に第１ディマルチプレクサ
（ＤＥＭＵＸ１）の第２ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）
からの第１緑色データ信号（Ｇ１）を入力する。第１及
び第２データライン（ＤＬ１、ＤＬ２）の間のカップリ
ングキャパシティ（Ｃｃ）によって第１データライン
（ＤＬ１）上の１つの画素に充電された第１赤色データ
信号（Ｒ１）は第２データライン（ＤＬ２）上の第１緑
色データ信号（Ｇ１）によって変化する。結果的に液晶
パネル（１０）に表示される画像は歪曲される。このよ
うな歪曲は液晶パネル（１０）がドットインバージョン
方式で駆動される場合には一層問題となる。詳細に説明
すると、第１データライン（ＤＬ１）上の電圧信号（Ｄ
ＬＳ１）は図３Ｂに図示されたように第１制御信号（Ｃ
Ｓ１）がハイ状態である期間、ポジティブ（positive）
電圧レベルの第１赤色制御信号（Ｒ１）によって増加さ
れて好ましくない電圧レベルに減少される。これは第２
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制御信号（ＣＳ２）のライジングエッジでカップリング
キャパシティ（Ｃｃ）を通して第２データライン（ＤＬ
２）から第１データライン（ＤＬ１）に供給されるネガ
ティブ電圧レベルの第１緑色データ信号（Ｇ１）に起因
する。また、第１データライン（ＤＬ１）上の電圧信号
（ＤＬＳ１）は第５制御信号（ＣＳ５）のライジングエ
ッジによって好ましくない電圧レベルに一層減少する。
第２データライン（ＤＬ２）上の電圧信号（ＤＬＳ２）
は３Ｂに図示されたように第２制御信号（ＣＳ２）のポ
ーリングエッジ（または図示しない）第３制御信号（Ｃ
Ｓ３）のライジングエッジで定められない電圧レベルで
もう一度上昇する。これは第３制御信号（ＣＳ３）のラ
イジングでカップリングキャパシティを通して第２デー
タライン（ＤＬ２）に供給される第３データライン（Ｄ
Ｌ３）上のポジティブ電圧レベルの第１青色データ信号
（Ｂ１）に起因する。従って、第１乃至第ｋディマルチ
プレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）の第１出力
ラインに接続されたデータライン上の画素は第１乃至第
ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸ
ｋ）の第２乃至第５出力ラインに接続されたデータライ
ン上の画素より低いか高い電圧信号の供給を受けるよう
になる。これによって、所定の画素は異なる画素等に比
べて相対的に明るさが劣るようになる。結果的に、液晶
パネル（１０）上に表示される画像は多く歪曲されるよ
うになる。実際に、従来のＬＣＤ駆動方法では同一の色
データ信号であってもその引加順序によって互いに明る
さが異なる。結果的に、ストライプ（stripe）を含む歪
曲された画像が液晶パネル上に表示されるようになる。
例えば、従来のＬＣＤ駆動方法によって液晶パネルがド
ットインバージョン方式で駆動される場合液晶パネル
（１０）上に表示される画像にはストライプが現れるよ
うになる。このストライプは図４に図示されたように同
一の色データ信号が異なるように供給されてデータライ
ン上の画素に充電された電圧信号の絶対値に起因する。
図４はｉ及びｉ＋１番目ゲートライン（ＧＬｉ、ＧＬｉ
＋１）がスキャニング信号（ＧＳＳｉ、ＧＳＳｉ＋１）
によって順次駆動されるとき第２ディマルチプレクサ
（ＤＥＭＵＸ２）に接続された第１６、７、９、１０デ
ータライン（ＤＬ６、ＤＬ７、ＤＬ９、ＤＬ１０）上の
電圧波形を図示することである。この場合、第２ディマ
ルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は第２青色データ信号
（Ｂ２）、第３赤色、緑色及び青色データ信号（Ｒ３、
Ｇ３、Ｂ３）、第４緑データ信号（Ｒ４）を順次供給さ
れる。第２及び第３青色データ信号（Ｂ２、Ｂ３）それ
ぞれは同一の絶対電圧値と相反する極性を有する。第３
及び第４赤色データ信号（Ｒ３、Ｒ４）それぞれも同一
の絶対電圧値と相反する極性を有する。共に、第２青色
データ信号（Ｂ２）、第３赤色、緑色、青色データ信号
（Ｒ３、Ｇ３、Ｂ３）及び第４赤色データ信号（Ｒ４）
は交番的に電極が反転する。第６データライン（ＤＬ
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６）は第１制御信号（ＣＳ１）がハイ状態である期間、
第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）の第１ＭＯＳ
トランジスタ（ＭＮ１）からの第２青色データ信号（Ｂ
２）を充電する。第６データライン（ＤＬ６）は第１制
御信号（ＣＳ１）がロー状態になるときプローリング状
態になる必要がある。第６データライン（ＤＬ６）は第
２制御信号（ＣＳ２）のライジングエッジで第７データ
ライン（ＤＬ７）上のネガティブ電圧レベルの第３赤色
データ信号（Ｒ３）によってカップリングキャパシティ
（Ｃｃ）を通して隣接したデータライン（ＤＬ７）へ充
電された電圧信号（ＤＬＳ６）を放電する。また、第６
データライン（ＤＬ６）は第５制御信号（ＣＳ５）のラ
イジングエッジで図示しないネガティブ電圧レベルの第
２緑色データ信号（Ｇ２）によってカップリングキャパ
シティ（Ｃｃ）を通して第５データライン（ＤＬ５）へ
充電された電圧信号（ＤＬＳ６）をまた放電する。一
方、第９データライン（ＤＬ９）は、第３青色データ信
号（Ｂ３）を充電した後、一回だけ放電する。詳細に説
明すると、第９データライン（ＤＬ９）は第４制御信号
（ＣＳ４）がハイ状態である期間、第２ディマルチプレ
クサ（ＤＥＭＵＸ２）の第４ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ
４）からの第３青色データ信号（Ｂ３）を充電する。そ
して、第９データライン（ＤＬ９）は第５制御信号（Ｃ
Ｓ５）のライジングエッジでポジティブ電圧レベルの第
４赤色データ信号（Ｒ４）に起因してカップリングキャ
パシティ（Ｃｃ）を通して第１０データライン（ＤＬ１
０）へ充電された電圧信号（ＤＬＳ９）を放電する。上
述したように、第６データライン（ＤＬ６）は第９デー
タライン（ＤＬ９）よりもう一度放電することによって
同一のデータ電圧が供給されるとｉ番目スキャニング信
号（ＧＳＳｉ）のポーリングエッジ（即ち、データ信号
のサンプリング始点）で第６データライン（ＤＬ６）上
の電圧信号（ＤＬＳ６）が第９データライン（ＤＬ９）
上の電圧信号（ＤＬＳ９）より低い絶対電圧値を有す
る。また、第７データライン（ＤＬ７）は第１０データ
ライン（ＤＬ１０）よりもう一度放電する。実際に、第
７データライン（ＤＬ７）は第２制御信号（ＣＳ２）が
ハイ状態である期間、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ２）の第２ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）からの第
３赤色データ信号（Ｒ３）を充電する。そして、第７デ
ータライン（ＤＬ７）は第３制御信号（ＣＳ３）のライ
ジングエッジでポジティブ電圧レベルの第４緑色データ
信号（Ｇ３）に起因して第７及び第８データライン（Ｄ
Ｌ７、ＤＬ８）の間のカップリングキャパシティ（Ｃ
ｃ）を通して第８データライン（ＤＬ８）へ充電された
電圧信号を放電する。このように、第７データライン
（ＤＬ７）はｉ番目スキャニング信号（ＧＳＳｉ）のポ
ーリングエッジで第３赤色データ信号（Ｒ３）より低い
絶対値を有する電圧信号（ＤＬＳ７）を供給する。第１
０データライン（ＤＬ１０）は第５制御信号（ＣＳ５）
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がハイ状態である期間、第２ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ２）の第５ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ５）からの
第４赤色データ信号（Ｒ４）を充電する。第１０データ
ライン（ＤＬ１０）はｉ番目ゲートスキャニング信号
（ＧＳＳｉ）のポーリングエッジ（即ち、データ信号の
サンプリングポイント）まで第４赤色データ信号（Ｒ
４）と同一の電圧レベルをした電圧信号（ＤＬＳ１０）
を維持する。画素に供給される色データ信号が前述した
ようにデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）へのデータ信
号引加順序によって異なる絶対電圧値に変化されること
によって液晶パネル（１０）に表示される画像が歪曲さ
れるようになる。共に、従来のＬＣＤ駆動方法ではそれ
ぞれのデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）上にデータ信
号の引加順序による漏洩電流が発生する。データライン
（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）上の互いに異なる漏洩電流はデー
タ信号の引加順序によって画素のホールディング期間が
異なることに起因する。データライン（ＤＬ１乃至ＤＬ
１０）上の互いに異なる漏洩電流第５に図示されたよう
に同一の電圧値を有するデータ信号が画素それぞれで互
いに異なる絶対電圧値で変化された状態でサンプリング
される。詳細に説明すると、第１データライン（ＤＬ
１）は第１制御信号（ＣＳ１）がハイ状態である期間、
第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）の第１ＭＯＳ
トランジスタ（ＭＮ１）からの第１赤色データ信号（Ｒ
１）を充電する。第１データライン（ＤＬ１）はゲート
スキャニング信号（ＧＳＳ）のポーリングエッジまで充
電された電圧を維持する。第１データライン（ＤＬ１）
に充電された電圧は第１制御信号（ＣＳ１）のポーリン
グエッジからゲートスキャニング信号（ＧＳＳ）のポー
リングエッジまで長い期間、漏洩する。その結果、第１
データライン（ＤＬ１）は図５に図示されたようにデル
タＶ１電圧によって第１赤色データ信号（Ｒ１）より低
い第１電圧信号（ＤＬＳ１）を画素に供給する。第４デ
ータライン（ＤＬ４）は第４制御信号（ＣＳ４）がハイ
状態である期間、第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ
１）の第４ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ４）からの第２赤
色データ信号（Ｒ２）を充電する。第４データライン
（ＤＬ４）はゲートスキャニング信号（ＧＳＳ）のポー
リングエッジまで充電された電圧を維持する。第４デー
タライン（ＤＬ４）に充電された電圧は第４制御信号
（ＣＳ４）のポーリングエッジからゲートスキャニング
信号（ＧＳＳ）のポーリングエッジまで短い期間、漏洩
する。その結果、第４データライン（ＤＬ４）は図５に
図示されたようにデルタＶ２電圧によって第２赤色デー
タ信号（Ｒ２）より低い第４電圧信号（ＤＬＳ４）を画
素に供給する。図５は第４電圧信号（ＤＬＳ４）の電圧
レベルが第１電圧信号（ＤＬＳ１）の電圧レベルより高
いことを表す。これによって、液晶パネル（１０）に表
示される画像は一層歪曲されて画質が劣るようになる。
上述したように、従来のＬＣＤ駆動方法は同一の色デー
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7
タ信号が前述したように互いに異なる電圧レベルで画素
それぞれに供給されるために液晶パネルに表示される画
像が歪曲される。これによって、従来のＬＣＤ駆動方法
は液晶パネル上に表示される画質を落とすものであっ
た。
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は画像歪
曲を防止して画質を向上させることができるＬＣＤ駆動
方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
に、本発明による液晶表示装置の駆動方法はデータ駆動
回路と液晶パネル上のデータラインの間に接続されてデ
ータ駆動回路の出力ラインの中のいずれかの１つからの
色データ信号を液晶パネル上の複数個のデータラインに
分配する複数個のディマルチプレクサを有する液晶表示
装置の駆動方法であって、データ駆動回路で該当ディマ
ルチプレクサに供給される色データ信号を分類してディ
マルチプレクサによって異なる色信号以前に同一の色デ
ータ信号が連続的に供給されるようにする。
【作用】本発明によるＬＣＤの駆動方法はデータライン
に異なる色データ信号が供給される以前及び/または以
後に同一の色データ信号が続いて供給されるようにする
ことで画素に充電された同一の色データ信号の間の差が
最小化される。これによって、同一の色データ信号は前
述した方法で画素セルに充電されて一定の電圧値に落と
せるようになる。結果的に、液晶パネル上に表示される
画像にはストライプが現れなくなる。さらに、本発明に
よるＬＣＤ駆動方法は画像の歪曲を防止して画質を向上
させるようになる。
【発明の実施態様】図６乃至図１２を参照して本発明の
好ましい実施例について説明する。図６は本発明の実施
例によるＬＣＤ駆動方法を説明するためにＬＣＤ素子を
概念的に図示したものである。図６でＬＣＤ素子はデー
タＤ－ＩＣチップ（２２）と液晶パネル（１０）上のｎ
個のデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）の間に接続され
た第１乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至
ＤＥＭＵＸｋ）を含む。データＤ－ＩＣチップ（２２）
は第１乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至
ＤＥＭＵＸｋ）に対応するｋ個の出力ラインとを具備す
る。ｋ個のｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至Ｄ
ＥＭＵＸｋ）それぞれは液晶パネル（２０）上のデータ
ライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）に接続されて共に第１乃至
第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）の供給を受ける５つ
の出力ラインとを具備する。ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）それぞれは５つのＭＯＳト
ランジスタ（ＭＮ１乃至ＭＮ５）を具備する。第１乃至
第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）は図７に図示された
ように１水平同期期間（即ち、１Ｈ）の間、順次ハイロ
ジック状態でイネーブル（enable）される。また、ＬＣ
Ｄ素子は液晶パネル（２０）上のｍ個のゲートライン
（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）を駆動するためのゲートＤ－ＩＣ

8
チップ（２４）とを具備する。ゲートＤ－ＩＣチップ
（２４）は１水平同期期間、ｍ個のゲートライン（ＧＬ
１乃至ＧＬｍ）にゲートスキャニング信号（ＤＳＳ）を
順次供給する。ゲートスキャニング信号（ＤＳＳ）は図
７に図示されたように１水平同期期間、ハイ状態を維持
する。１水平同期期間ｍ個のゲートラインの中のいずれ
かの１つが駆動される時、データＤ－ＩＣチップ（２
２）は第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）に同
期してｋ個の色データ信号を含む５つのデータ信号グル
ープをｋ個のディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至Ｄ
ＥＭＵＸｋ）に順次供給する。それぞれのディマルチプ
レクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）は第１乃至第
５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）に応答してデータＤ－
ＩＣチップ（１２）の出力ラインから入力される５つの
色信号を５つのデータラインに供給する。この場合、そ
れぞれのディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭ
ＵＸｋ）に供給される５つの色データ信号の順序はデー
タライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）の配列順序と異なるよう
になる。詳細に説明すると、データＤ－ＩＣチップ（２
２）は第１赤色データ信号（Ｒ１）、第２赤色データ信
号（Ｒ２）、第１緑色データ信号（Ｇ１）、第１緑色デ
ータ信号（Ｇ２）、及び第１青色データ信号（Ｂ１）の
５つの色データ信号を第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ１）に供給する。データＤ－ＩＣチップ（２２）は
第４赤色データ信号（Ｒ４）、第３赤色データ信号（Ｒ
３）、第３緑色データ信号（Ｇ３）、第３青色データ信
号（Ｂ３２）及び第２青色データ信号（Ｂ２）の順序で
５つの色データ信号を第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ２）に供給する。換言すれば、データＤ－ＩＣチッ
プ（２２）は同一の色データ信号が連続して配列される
ようにする。第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）
は第１データライン（ＤＬ１）、第４データライン（Ｄ
Ｌ４）、第５データライン（ＤＬ５）、第２データライ
ン（ＤＬ２）及び第３データライン（ＤＬ３）の順序で
第１乃至第５データライン（ＤＬ１乃至ＤＬ５）を選択
する。このために、第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵ
Ｘ１）は第１制御信号（ＣＳ１）に第１ＭＯＳトランジ
スタ（ＭＮ１）が、第４制御信号（ＣＳ４）に第２ＭＯ
Ｓトランジスタ（ＭＮ２）が、第５制御信号（ＣＳ５）
に第３ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ３）が、第２制御信号
（ＣＳ２）に第４ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ４）が、そ
して第３制御信号（ＣＳ３）によって第５ＭＯＳトラン
ジスタ（ＭＮ５）が応答するようにする。また、第２デ
ィマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は第１０データライ
ン（ＤＬ１０）、第７データライン（ＤＬ７）、第８デ
ータライン（ＤＬ８）、第９データライン（ＤＬ９）及
び第６データライン（ＤＬ６）の順序で第６乃至第１０
データライン（ＤＬ６乃至ＤＬ１０）を選択する。この
ために、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は第
５制御信号（ＣＳ５）に第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ
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１）が、第２制御信号（ＣＳ２）に第２ＭＯＳトランジ
スタ（ＭＮ２）が、第３制御信号（ＣＳ３）に第３ＭＯ
Ｓトランジスタ（ＭＮ３）が、第４制御信号（ＣＳ４）
に第４ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ４）が、そして第１制
御信号（ＣＳ１）によって第５ＭＯＳトランジスタ（Ｍ
Ｎ５）が応答するようにする。このような方法で、第３
乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ３乃至ＤＥＭ
ＵＸｋ）それぞれに供給される５つの色データ信号はデ
ータラインの配列順序と異なる順序で配列されるように
なる。共に、第３乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ３乃至ＤＥＭＵＸｋ）それぞれに含まれる第５ＭＯ
Ｓトランジスタ（ＭＮ５）はデータライン（ＤＬ１乃至
ＤＬｎ）の配列順序と異なる順序で第１乃至第５制御信
号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）に応答する。上述したように、
同一の色データ信号はデータラインに供給される異なる
色データ信号の以後及び/または以前にそれぞれのデー
タラインに連続して供給されるようになることで画素に
充電される同一の色データ信号間の差は最小化される。
例えば、データライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）に赤色、緑
色、青色の順序で色データ信号が供給されると、各デー
タラインは緑色、青色データ信号によって隣接したデー
タラインとカップリングされて充電された電圧が２回影
響を受けるようになる。また、緑色データが入力される
データラインは青色データ信号によって隣接したデータ
ラインとカップリングされて充電された電圧が１回変化
する。いずれの場合も、青色データ信号が入力されるデ
ータラインそれぞれは充電された電圧変化が無くなる。
それで、同一の色データ信号間の電圧の差は発生しな
い。同一の色データ信号は画素に充電されて前述した方
法で一定の電圧値だけ減少する。これによって、液晶パ
ネル（２０）に表示される画像にはストライプが現れな
くなる。つまり、本発明の実施例によるＬＣＤ駆動方法
は画像の歪曲を防止して画質を向上させる。また、本発
明の実施例によるＬＣＤ駆動方法はデータライン（ＤＬ
１乃至ＤＬｎ）に同一のデータ信号が連続して供給され
るので同一のデータ信号の供給を受けるそれぞれのデー
タライン上で漏洩電流の量が概ね同じようになる。換言
すれば、ＬＣＤ駆動方法は殆ど同一の期間に同一の色デ
ータ信号がデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）にホール
ドされる。これによって、同一の電圧値を有する同一の
色データ信号が画素それぞれで大体同一の絶対電圧値を
有してサンプリングされる。例えば、第１データライン
（ＤＬ１）は図８に図示されたように第１制御信号（Ｃ
Ｓ１）がハイ状態である期間、第１ディマルチプレクサ
（ＤＥＭＵＸ１）の第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ１）
からの第１赤色データ信号（Ｒ１）を充電する。第１デ
ータライン（ＤＬ１）はゲートスキャニング信号（ＧＳ
Ｓ）のポーリングエッジまで充電された電圧を維持す
る。従って、第１データライン（ＤＬ１）は図８に図示
されたようにΔＶ１電圧によって第１赤色データ信号
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（Ｒ１）より低い第１電圧信号（ＤＬＳ１）を画素に供
給する。その間、第４データライン（ＤＬ４）は第２制
御信号（ＣＳ２）がハイ状態である期間、第１ディマル
チプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）の第４ＭＯＳトランジスタ
（ＭＮ４）からの第２赤色データ信号（Ｒ２）を充電す
る。第４データライン（ＤＬ４）は図８に図示されたよ
うにデルタＶ２電圧によって第２赤色データ信号（Ｒ
２）より低い第４電圧信号（ＤＬＳ４）を画素に供給す
る。図７に図示されたように、第４データライン（ＤＬ
４）上に第２赤色データ信号（Ｒ２）がホールディング
される期間と殆ど同一である。これによって、第１及び
第４データライン（ＤＬ１、ＤＬ４）上で漏洩される電
流の差を最小化する。同様に、第１赤色データ信号（Ｒ
１）と第１電圧信号（ＤＬＳ１）の偏差と第１赤色デー
タ信号（Ｒ２）と第４電圧信号（ＤＬＳ４）の偏差は殆
ど同一である。また、第４データライン（ＤＬ４）上の
第４電圧信号（ＤＬＳ４）の電圧値は第１データライン
（ＤＬ１）上の第１電圧信号（ＤＬＳ１）と殆ど同一で
ある。従って、第１及び第４データライン（ＤＬ１、Ｄ
Ｌ４）の画素での明るさの差は最小化される。本発明の
実施例によるＬＣＤ駆動方法はディマルチプレクサ（Ｄ
ＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）による漏洩電流の差に起
因する画質低下を防止する。また、ＬＣＤ駆動方法はデ
ィマルチプレクサ等を有するドットインバージョン方式
のＬＣＤ素子に適用されることができる。この場合、液
晶パネル（２０）上のデータラインに供給されるデータ
信号の反転を顧慮してディマルチプレクサのディマルチ
プラッシング順序で決定することが好ましい。図９はそ
れぞれ５つの出力ラインを有するディマルチプレクサを
有してドットインバージョン方式で駆動されるＬＣＤ素
子によって適用される本発明によるＬＣＤ駆動方法を表
す。図９を参照すると、データＤ－ＩＣチップ（２２）
はポジティブ極性の第１赤色データ信号（Ｒ１）、ネガ
ティブ極性の第２赤色データ信号（Ｒ２）、ポジティブ
極性の第２赤色データ信号（Ｒ２）、ネガティブ極性の
第１緑色データ信号（Ｇ１）、そして、ポジティブ極性
の第１青色データ信号（Ｂ１）の順序で第１ディマルチ
プレクサ（ＤＥＭＵＸ１）に５つの色データ信号を供給
する。データＤ－ＩＣチップ（２２）はネガティブ極性
の第４赤色データ信号（Ｒ４）、ポジティブ極性の第３
赤色データ信号（Ｒ３）、ネガティブ極性の第３緑色デ
ータ信号（Ｇ３）、ポジティブ極性の第３青色データ信
号（Ｂ３）、そして、ネガティブ極性の第２青色データ
信号（Ｂ２）の順序で第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ２）に５つの色データ信号を供給する。データＤ－
ＩＣチップ（２２）は各色に対して同一の色データ信号
が連続して配列されるようにしてポジティブ及びネガテ
ィブ極性が交番されるようにする。第１ディマルチプレ
クサ（ＤＥＭＵＸ１）は第１データライン（ＤＬ１）、
第４データライン（ＤＬ４）、第５データライン（ＤＬ
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５）、第２データライン（ＤＬ２）及び第３データライ
ン（ＤＬ３）の順序で第１乃至第５データライン（ＤＬ
１乃至ＤＬ５）を選択する。これによって、第１ディマ
ルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）は第１制御信号（ＣＳ
１）に第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ１）が、第４制御
信号（ＣＳ４）に第２ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）
が、第５制御信号（ＣＳ５）に第３ＭＯＳトランジスタ
（ＭＮ３）が、第２制御信号（ＣＳ２）に第４ＭＯＳト
ランジスタ（ＭＮ４）が、そして第３制御信号（ＣＳ
３）によって第５ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ５）が応答
するようにする。また、第２ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ２）は第１０データライン（ＤＬ１０）、第７デ
ータライン（ＤＬ７）、第８データライン（ＤＬ８）、
第９データライン（ＤＬ９）及び第６データライン（Ｄ
Ｌ６）の順序で第６乃至第１０データライン（ＤＬ６乃
至ＤＬ１０）を選択する。これによって、第２ディマル
チプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は第５制御信号（ＣＳ５）
に第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ１）が、第２制御信号
（ＣＳ２）に第２ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）が、第
３制御信号（ＣＳ３）に第３ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ
３）が、第４制御信号（ＣＳ４）に第４ＭＯＳトランジ
スタ（ＭＮ４）が、そして第１制御信号（ＣＳ１）によ
って第５ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ５）が応答するよう
にする。このような方法で、第３乃至第ｋディマルチプ
レクサ（ＤＥＭＵＸ３乃至ＤＥＭＵＸｋ）それぞれに供
給される５つの色データ信号はデータラインの配列順序
と異なる順序で配列されるようになる。このように本発
明の実施例によるＬＣＤ駆動方法は液晶パネル（２０）
がドットインバージョン方式で駆動される場合に画像で
のストライプ発生を防止することができる。これは図１
０に図示されたように同一の色データ信号が供給される
データラインの上の画素に殆ど同一の絶対値の電圧信号
が充電されることに起因する。図１０はｉ及びｉ＋１番
目ゲートライン（ＧＬｉ、ＧＬｉ＋１）がスキャニング
信号（ＧＳＳｉ、ＧＳＳｉ＋１）によって順次駆動され
るとき第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）に接続
された第１６、７、９、１０データライン（ＤＬ６、Ｄ
Ｌ７、ＤＬ９、ＤＬ１０）上の電圧波形を図示するもの
である。図１０で第２及び第３青色データ信号（Ｂ２、
Ｂ３）それぞれは同一の絶対電圧値と相反する極性を有
する。また、第３及び第４赤色データ信号（Ｒ３、Ｒ
４）それぞれも同一の絶対電圧値と相反する電気極性を
有する。詳細に説明すると、第１０データライン（ＤＬ
１０）は第１制御信号（ＣＳ１）がハイ状態である期
間、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）の第５Ｍ
ＯＳトランジスタ（ＭＮ５）からのネガティブ極性の第
４赤色データ信号（Ｒ４）を充電する。第１０データラ
イン（ＤＬ１０）は第１制御信号（ＣＳ１）がロー状態
になるときプローリング状態にならなければいけない。
しかし、第１０データライン（ＤＬ１０）は第４制御信
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号（ＣＳ４）のライジングエッジで第９データライン
（ＤＬ９）上のポジティブ電圧レベルの第３青色データ
信号（Ｂ３）によってカップリングキャパシティ（Ｃ
ｃ）を通して隣接したデータライン（ＤＬ９）へ充電さ
れた電圧信号（ＤＬＳ１０）を放電する。また、第１０
データライン（ＤＬ１０）は図示しない第３制御信号
（ＣＳ３）のライジングエッジでポジティブ電圧レベル
の第４緑色データ信号（Ｇ４）によってカップリングキ
ャパシティ（Ｃｃ）を通して充電された電圧（ＤＬＳ１
０）を第１１データライン（ＤＬ１１）へまた放電す
る。第１０データライン（ＤＬ１０）はｉ番目ゲートス
キャニング信号（ＧＳＳｉ）のポーリングエッジで第４
赤色データ信号（Ｒ４）より低い絶対値を有する電圧信
号（ＤＬＳ１０）を供給する。一方、第７データライン
（ＤＬ７）は第３青色データ信号（Ｂ３）が充電された
後２回放電する。詳細に説明すると、第７データライン
（ＤＬ７）は第２制御信号（ＣＳ２）がハイ状態である
期間、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）の第２
ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）からのポジティブ極性の
第３赤色データ信号（Ｒ３）を充電する。第７データラ
イン（ＤＬ７）は第３制御信号（ＣＳ３）のライジング
エッジでネガティブ電圧レベルの第３緑色データ信号
（Ｇ３）によってカップリングキャパシティ（Ｃｃ）を
通して第８データライン（ＤＬ８）へ充電された電圧信
号（ＤＬＳ７）を放電する。また、第７データライン
（ＤＬ７）は第５制御信号（ＣＳ５）のライジングネガ
ティブ電圧レベルの第２青色データ信号（Ｂ２）によっ
てカップリングキャパシティ（Ｃｃ）を通して充電され
た電圧（ＤＬＳ１０）を第６データライン（ＤＬ６）へ
また放電する。上述したように、第７データライン（Ｄ
Ｌ７）は第１０データライン（ＤＬ１０）と同様に放電
することでｉ番目スキャニング信号（ＧＳＳｉ）のポー
リングエッジ（即ち、データ信号のサンプリング始点）
で第１０データライン（ＤＬ１０）上の電圧信号（ＤＬ
Ｓ１０）と同一の絶対電圧値を有する。また、第１デー
タライン（ＤＬ１）は充電された電圧信号（ＤＬＳ７）
を第１０データライン（ＤＬ１０）に電圧信号（ＤＬＳ
１０）がホールドされる期間と概ね同一の期間、ホール
ドする。従って、第７データライン（ＤＬ７）上の電圧
信号（ＤＬＳ７）は第１０データライン（ＤＬ１０）上
の電圧信号（ＤＬＳ１０）と殆ど同一となる。この場
合、第６データライン（ＤＬ６）は第５制御信号（ＣＳ
５）のライジングエッジでネガティブ電圧レベルの第２
青色データ信号（Ｂ２）が充電されるので充電された電
圧（ＤＬＳ６）を第５及び第７データライン（ＤＬ５、
ＤＬ７）へ放電しなくなる。第６データライン（ＤＬ
６）はｉ番目スキャニング信号（ＧＳＳｉ）のポーリン
グエッジで第２青色データ信号（Ｂ２）と同一の絶対値
を有する電圧信号（ＤＬＳ６）を供給する。また、第９
データライン（ＤＬ９）は第１及び第３制御信号（ＣＳ
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１、ＣＳ３）より遅くイネーブルされる第4制御信号
（ＣＳ４）のライジングエッジで第３青色データ信号
（Ｂ３）が充電されるので充電された電圧信号（ＤＬＳ
９）を第８または第１０データライン（ＤＬ８、ＤＬ１
０）へ放電されなくなる。第９データライン（ＤＬ９）
はｉ番目ゲートスキャニング信号（ＧＳＳｉ）のポーリ
ングエッジで第３青色データ信号（Ｂ３）と同一の絶対
値を有する電圧信号（ＤＬＳ９）を供給する。従って、
第６データライン（ＤＬ６）上の電圧信号（ＤＬＳ６）
と第９データライン（ＤＬ９）上の電圧信号（ＤＬＳ
９）はローディング期間に若干の差があっても殆ど同一
となる。上述したように、同一の色データ信号が前述し
た方法で殆ど同一の絶対値で画素に供給されることで液
晶パネル（２０）に表示される画像にストライプを除去
することができる。これによって、本発明の実施例によ
るＬＣＤ駆動方法では画質が向上される。次に、図１１
はそれぞれ６つの出力ラインを有するディマルチプレク
サを有してドットインバジョン方式で駆動されるＬＣＤ
素子に適用される本発明のＬＣＤ駆動方法を示す。この
場合、データＤ－ＩＣチップ（２２）はポジティブ極性
の第１赤色データ信号（Ｒ１）、ネガティブ極性の第２
赤色データ信号（Ｒ２）、ポジティブ極性の第２緑色デ
ータ信号（Ｇ２）、ネガティブ極性の第１緑色データ信
号（Ｇ１）、ポジティブ極性の第１青色データ信号（Ｂ
１）、そしてネガティブ極性の第２青色データ信号（Ｂ
２）の順序で第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）
に６つの色データ信号を供給する。また、データＤ－Ｉ
Ｃチップ（２２）はネガティブ極性の第４赤色データ信
号（Ｒ４）、ポジティブ極性の第３赤色データ信号（Ｒ
３）、ネガティブ極性の第３緑色データ信号（Ｇ３）、
ポジティブ極性の第４緑色データ信号（Ｇ４）、ネガテ
ィブ極性の第４青色データ信号（Ｂ４）、そしてポジテ
ィブ極性の第３青色データ信号（Ｂ３）の順序で第２デ
ィマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）に６つの色データ信
号を供給する。換言すれば、データＤ－ＩＣチップ（２
２）は各色に対して同一の色データ信号が連続して配列
されるようにしてポジティブ及びネガティブ極性が交番
されるようにする。第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵ
Ｘ１）は第１データライン（ＤＬ１）、第４データライ
ン（ＤＬ４）、第５データライン（ＤＬ５）、第２デー
タライン（ＤＬ２）、第３データライン（ＤＬ３）及び
第６データライン（ＤＬ６）の順序で第１乃至第６デー
タライン（ＤＬ１乃至ＤＬ６）を選択する。また、第２
ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は第１０データラ
イン（ＤＬ１０）、第７データライン（ＤＬ７）、第８
データライン（ＤＬ８）、第１１データライン（ＤＬ１
１）、第１２データライン（ＤＬ１２）及び第９データ
ライン（ＤＬ９）の順序で第７乃至第１２データライン
（ＤＬ７乃至ＤＬ１２）を選択する。このような方法
で、第３乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ３乃
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至ＤＥＭＵＸｋ）それぞれに供給される６つの色データ
信号はデータラインの配列順序と異なる順序で配列され
るようになる。本発明の第３実施例によるＬＣＤ駆動方
法は同一の色データ信号が前述した方法で殆ど同一の絶
対値で画素に供給されるようにすることで液晶パネル
（２０）に表示される画像からストライプを除去する。
これによって、本発明の第３実施例によるＬＣＤ駆動方
法では画質が向上する。最後に、図１２はそれぞれ４つ
の出力ラインを有するディマルチプレクサを有するドッ
トインバジョン方式で駆動されるＬＣＤ素子に適用され
る本発明のＬＣＤ駆動方法を示す。この場合、データＤ
－ＩＣチップ（２２）はネガティブ極性の第２赤色デー
タ信号（Ｒ２）、ポジティブ極性の第１赤色データ信号
（Ｒ１）、ネガティブ極性の第１緑色データ信号（Ｇ
１）、ポジティブ極性の第１青色データ信号（Ｂ１）の
順序で第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）に４つ
の色データ信号を供給する。また、データＤ－ＩＣチッ
プ（２２）はポジティブ極性の第３赤色データ信号（Ｒ
３）、ネガティブ極性の第３緑色データ信号（Ｇ３）、
ポジティブ極性の第２緑色データ信号（Ｇ２）、ネガテ
ィブ第２青色データ信号（Ｂ２）の順序で第２ディマル
チプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）に４つの色データ信号を供
給する。データＤ－ＩＣチップ（２２）はネガティブ極
性の第４赤色データ信号（Ｒ４）、ポジティブ極性の第
４緑色データ信号（Ｇ４）、ネガティブ極性の第４青色
データ信号（Ｂ４）、ポジティブ極性の第３青色データ
信号（Ｂ３）の順序で第３ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ３）に４つの色データ信号を供給する。また、デー
タＤ－ＩＣチップ（２２）はポジティブ極性の第５赤色
データ信号（Ｒ５）、ネガティブ極性の第６赤色データ
信号（Ｒ６）、ネガティブ極性の第５緑色データ信号
（Ｇ５）、ポジティブ第５青色データ信号（Ｂ５）の順
序で第４ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ４）に４つの
色データ信号を供給する。換言すれば、データＤ－ＩＣ
チップ（２２）は各色に対して同一の色データ信号が連
続して配列されるようにしてポジティブ及びネガティブ
極性が交番されるようにする。しかし、データＤ－ＩＣ
チップ（２２）は特定のディマルチプレクサ、例えば、
第４ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ４）に供給される
色データ信号は第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ
１）はポジティブ及びネガティブ極性が交番されなくな
る。第１データライン（ＤＬ１）は第１データライン
（ＤＬ１）、第４データライン（ＤＬ４）、第２データ
ライン（ＤＬ２）、第３データライン（ＤＬ３）の順序
で第１乃至第４データライン（ＤＬ１乃至ＤＬ４）を選
択する。第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は第
７データライン（ＤＬ７）、第８データライン（ＤＬ
８）、第５データライン（ＤＬ５）、第６データライン
（ＤＬ６）の順序で第５乃至第８データライン（ＤＬ５
乃至ＤＬ８）を選択する。第３ディマルチプレクサ（Ｄ
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ＥＭＵＸ３）は第１０データライン（ＤＬ１０）、第１
１データライン（ＤＬ１１）、第１２データライン（Ｄ
Ｌ１２）、第９データライン（ＤＬ９）の順序で第９乃
至第１２データライン（ＤＬ９乃至ＤＬ１２）を選択す
る。第４ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ４）は第１３
データライン（ＤＬ１３）、第１６データライン（ＤＬ
１６）、第１４データライン（ＤＬ１４）、第１５デー
タライン（ＤＬ１５）の順序で第１３乃至第１６データ
ライン（ＤＬ１３乃至ＤＬ１６）を選択する。データＤ
－ＩＣチップ（２２）から特定のディマルチプレクサに
供給される色データ信号の極性が交番的に変化しないた
めに前記ＬＣＤ駆動方法では同一の色データ信号が異な
る電圧値で画素に供給されるようになる。これによっ
て、図１２のＬＣＤ駆動方法では液晶パネル（２０）に
表示される画像でのストライプを除去することができ
る。従って、図１２のＬＣＤ駆動方法はそれぞれ４つの
出力ラインを有するディマルチプレクサを有するドット
インバジョン方式のＬＣＤ素子に適用することができな
くなる。同様に、図９乃至図１１はそれぞれ５より大き
い奇数個の出力ラインを有するディマルチプレクサを有
するドットインバジョン方式のＬＣＤ素子に適用するこ
とができるＬＣＤ駆動方法を表す。また、本発明による
ＬＣＤ駆動方法はそれぞれ６の整数倍個の出力ラインを
有するディマルチプレクサを有するドットインバジョン
方式のＬＣＤ素子に適用されることができるようにな
る。図１３は本発明によるＬＣＤ駆動方法での駆動され
るデータＤ－ＩＣチップの駆動順序を説明する図であ
る。図１３の第１段階（Ｓ１）でデータＤ－ＩＣチップ
（２２）はディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥ
ＭＵＸｋ）に供給されるデータ信号が赤色データ信号引
加を判別する。前記第１段階（Ｓ１）でディマルチプレ
クサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデ
ータ信号が赤色データ信号である場合第２段階（Ｓ２）
でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレ
クサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデ
ータ信号が赤色データ信号が少なくとも２個であるか否
かを判別する。前記段階２で該当ディマルチプレクサ
（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデータ
信号が赤色データ信号の数が少なくとも２個ではない場
合（即ち、１個である場合）、第３段階（Ｓ３）でデー
タＤ－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ
（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に赤色データ信号を
供給する。逆に、前記第２段階（Ｓ２）で該当ディマル
チプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給さ
れる赤色データ信号の数が少なくとも２個である場合
は、第４段階（Ｓ４）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）
は少なくとも２個である赤色データ信号をデータ信号の
極性が交番的に反転されるように該当ディマルチプレク
サ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に配列する。前記
第４段階（Ｓ４）後に、データＤ－ＩＣチップ（２２）
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は前記第３段階に進行して該当ディマルチプレクサ（Ｄ
ＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に前記配列された赤色デ
ータ信号を供給する。一方、前記第１段階（Ｓ１）で該
当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸ
ｋ）に供給されるデータ信号が赤色データ信号ではない
場合段階５でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は該当ディ
マルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供
給されるデータ信号が緑色データ信号かを判別する。前
記段階５で該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至
ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデータ信号が緑色データ信
号である場合第６段階（Ｓ６）でデータＤ－ＩＣチップ
（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至
ＤＥＭＵＸｋ）に供給される緑色データ信号の数が少な
くとも２個であるか否かを判別する。前記段階６で該当
ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）
に供給される緑色データ信号の数が２個以上ではない場
合（即ち、１個である場合）第７段階（Ｓ７）でデータ
Ｄ－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（Ｄ
ＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に緑色データ信号を供給
する。反面に、前記第６段階（Ｓ６）で該当ディマルチ
プレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給され
る緑色データ信号の数が少なくとも２個である場合第８
段階（Ｓ８）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は少なく
とも２個である緑色データ信号をデータ信号の極性が交
番的に反転されるように該当ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に配列する。前記第８段階
（Ｓ８）後に、データＤ－ＩＣチップ（２２）は前記第
７段階に進行して該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ
１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に前記配列された緑色データ信号
を供給する。共に、前記段階５で該当ディマルチプレク
サ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデー
タ信号が緑色データ信号ではない場合段階９でデータＤ
－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデータ信号が
青色データ信号かを判別する。前記段階９で該当ディマ
ルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給
されるデータ信号が緑色データ信号である場合第１０段
階（Ｓ１０）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は該当デ
ィマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に
供給される青色データ信号の数が少なくとも２個である
か否かを判別する。前記段階１０で該当ディマルチプレ
クサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給される青
色データ信号の数が２個以上ではない場合（即ち、１個
である場合）第１１段階（Ｓ１１）でデータＤ－ＩＣチ
ップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１
乃至ＤＥＭＵＸｋ）に緑色データ信号を供給する。反面
に、前記第１０段階（Ｓ１０）で該当ディマルチプレク
サ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給される青色
データ信号の数が少なくとも２個である場合第１２段階
（Ｓ１２）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は少なくと
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も２個である青色データ信号をデータ信号の極性が交番
的に反転されるように該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に配列する。前記第１２段階
（Ｓ１２）後に、データＤ－ＩＣチップ（２２）は前記
第１１段階に進行して該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に前記配列された青色データ
信号を供給する。図１３に図示されたように、データＤ
－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給された異なる色デー
タ信号の以前及び/または以後に該当ディマルチプレク
サ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に同一の色データ
信号を供給することで画素に充電される同一の色データ
信号間の差が最小化されるようになる。
【発明の効果】上述したように、本発明によるＬＣＤの
駆動方法はデータラインに異なる色データ信号が供給さ
れた異なる色データ信号の以前及び/または以後に同一
の色データ信号が続いて供給されるようにすることで画
素に充電された同一の色データ信号間の差が最小化され
るようになる。これによって、同一の色データ信号は前
述した方法で画素セルに充電されて一定の電圧値だけ減
少する。結果的に、液晶パネル上に表示される画像には
ストライプが現れなくなる。また、本発明によるＬＣＤ
駆動方法は画像の歪曲を防止して画質を向上させること
ができる。以上説明した内容を通して当業者であれば本
発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更及び修正
が可能であることが分かる。従って、本発明の技術的範
囲は明細書の詳細な説明に記載された内容に限らず特許
請求の範囲により定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】  図１は従来の液晶表示装置の駆動方法で駆動
される液晶表示装置を概念的に図示す。
【図２】  図２は図１に図示された液晶表示装置の各部
分に供給される信号波形図である。
【図３a,b】  図３Ａは従来の液晶表示装置駆動方法に
よって駆動されるドットインバージョン方式の液晶表示
装置の構成を概念的に図示す。図３Ｂは図３Ａに図示さ
れた液晶表示装置の各部分に供給される信号波形図であ
る。
【図４】  図４はｉ番目及びｉ＋１番目ゲートラインが
スキャニング信号（ＧＳＳｉ、ＧＳＳｉ＋１）によって
順次駆動される場合の、第２ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ２）に接続されたデータライン（ＤＬ６、ＤＬ
７、ＤＬ９、ＤＬ１０）上の電圧信号波形図である。
【図５】  図５はデータラインが順次駆動される場合液
晶パネルのデータライン上の漏洩電流の差を説明するた
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めの波形図である。
【図６】  図６は本発明の実施例による液晶表示装置の
駆動方法で駆動される液晶表示装置を概念的に図示した
ものである。
【図７】  図７は図６に図示された液晶表示装置の各部
分に供給される信号波形図である。
【図８】    図８は図６に図示された液晶表示パネルの
データライン上の漏洩電流の差を説明するための波形図
である。
【図９】  図９は本発明の実施例による液晶表示装置駆
動方法によって駆動される５つの出力ラインを有するデ
ィマルチプレクサを有するドットインバージョン方式の
液晶表示装置を説明するための概念図である。
【図１０】  図１０は図９に図示された液晶表示装置の
各部分に供給される信号波形である。
【図１１】   図１１は本発明の実施例による液晶表示
装置駆動方法によって駆動される６つの出力ラインを有
するディマルチプレクサを有するドットインバージョン
方式の液晶表示装置を説明するための概略図である。
【図１２】  図１２は本発明の実施例による液晶表示装
置駆動方法によって駆動される４つの出力ラインを有す
るディマルチプレクサを有するドットインバージョン方
式の液晶表示装置を説明するための概略図である。
【図１３】  図１３は本発明による液晶表示装置の駆動
方法に駆動されるデータＤ－ＩＣチップの駆動順序を説
明する流れ図である。
【符号の説明】
１０、２０・・・液晶パネル
１２、２２・・・データＤ－ＩＣチップ
ＣＳ・・・・・・制御信号
ＭＮ・・・・・・ＭＯＳトランジスタ
ＤＬ・・・・・・データライン
ＤＬＳ・・・・・電圧信号
ＧＳＳ・・・・・スキャニング信号
ＧＳＳｉ・・・・ｉ番目スキャニング信号
Ｃｃ・・・・・・カップリングキャパシティ
ＤＥＭＵＸ・・・ディマルチプレックサ
ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ・・・第１乃至第ｋディ
マルチプレクサ
ＧＬｉ、ＧＬｉ＋１・・・・・・・・ｉ及びｉ＋１番目
ゲートライン
Ｒ・・・・・・・赤色データ信号
Ｇ・・・・・・・緑色データ信号
Ｂ・・・・・・・青色データ信号
Ｓ・・・・・・・段階
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【補正内容】
【図面の簡単な説明】
【図１】  図１は従来の液晶表示装置の駆動方法で駆動
される液晶表示装置を概念的に図示す。
【図２】  図２は図１に図示された液晶表示装置の各部
分に供給される信号波形図である。
【図３Ａ,Ｂ】  図３Ａは従来の液晶表示装置駆動方法
によって駆動されるドットインバージョン方式の液晶表
示装置の構成を概念的に図示す。図３Ｂは図３Ａに図示
された液晶表示装置の各部分に供給される信号波形図で
ある。
【図４】  図４はｉ番目及びｉ＋１番目ゲートラインが
スキャニング信号（ＧＳＳｉ、ＧＳＳｉ＋１）によって
順次駆動される場合の、第２ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ２）に接続されたデータライン（ＤＬ６、ＤＬ
７、ＤＬ９、ＤＬ１０）上の電圧信号波形図である。
【図５】  図５はデータラインが順次駆動される場合液
晶パネルのデータライン上の漏洩電流の差を説明するた
めの波形図である。
【図６】  図６は本発明の実施例による液晶表示装置の
駆動方法で駆動される液晶表示装置を概念的に図示した
ものである。
【図７】  図７は図６に図示された液晶表示装置の各部
分に供給される信号波形図である。
【図８】  図８は図６に図示された液晶表示パネルのデ
ータライン上の漏洩電流の差を説明するための波形図で

ある。
【図９】  図９は本発明の実施例による液晶表示装置駆
動方法によって駆動される５つの出力ラインを有するデ
ィマルチプレクサを有するドットインバージョン方式の
液晶表示装置を説明するための概念図である。
【図１０】  図１０は図９に図示された液晶表示装置の
各部分に供給される信号波形である。
【図１１】  図１１は本発明の実施例による液晶表示装
置駆動方法によって駆動される６つの出力ラインを有す
るディマルチプレクサを有するドットインバージョン方
式の液晶表示装置を説明するための概略図である。
【図１２】  図１２は本発明の実施例による液晶表示装
置駆動方法によって駆動される４つの出力ラインを有す
るディマルチプレクサを有するドットインバージョン方
式の液晶表示装置を説明するための概略図である。
【図１３】  図１３は本発明による液晶表示装置の駆動
方法に駆動されるデータＤ－ＩＣチップの駆動順序を説
明する流れ図である。
【符号の説明】
１０、２０・・・液晶パネル
１２、２２・・・データＤ－ＩＣチップ
ＣＳ・・・・・・制御信号
ＭＮ・・・・・・ＭＯＳトランジスタ
ＤＬ・・・・・・データライン
ＤＬＳ・・・・・電圧信号
ＧＳＳ・・・・・スキャニング信号
ＧＳＳｉ・・・・ｉ番目スキャニング信号
Ｃｃ・・・・・・カップリングキャパシティ
ＤＥＭＵＸ・・・ディマルチプレックサ
ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ・・・第１乃至第ｋディ
マルチプレクサ
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